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障がい児の保護者が設立

特定非営利活動法人え
るぶ（林光子代表、東野
川2-1-10-103☎3480-
2808)は、障がいのある人
もない人も分け隔てなく共
に生き、 対等な関係を形成
するノーマライゼーション社
会の実現に寄与することを
目的に、障がいのある人に
対する学習指導等の療育事
業と、障がいのある人とな
い同年代の人との共生共育
事業を行っている。
同会は、平成元年に自閉
症を含む知的障がいを持つ
子の保護者らが始めた団体

が母体で、当初は幼児を対
象にした個別指導教室とし
てスタートした。その後は子
どもの成長に合わせてステ
ップアップし、幼児から18
歳未満を対象に放課後等デ
イサービス、18歳以上の人
の居場所など様々な活動を
行っており、17年に特定非
営利活動法人になった。

2つの事業を展開

現在は、東京都の認可に
よる放課後等デイサービス
事業で、小学生から高校生
までの「こども教室えるぶ」
と、狛江市委託による地域
活動支援センターⅢ型事業

の「スペー
スえるぶ」
の事業に取
り組んでい
る。
こども教
室えるぶ
は、特別支援学級などに通
う小学生から高校生10数
人が平日の放課後と土・日
曜日に自由遊びを中心に過
ごしている。
スペースえるぶは、18歳
以上の人の就労の場と家庭
以外の「第三の居場所」と
して、障がいのある人の余
暇・仲間活動の場であると
同時に、共生の場になって
いる。
現在、利用者30人と地

域住民数人が、音楽やアー
ト、プールなどを楽しんだ
り、仲間と会話しながら交
流を深めている。また、約
５年前からフードバンクなど
から提供された材料で毎月
1回クッキーを焼いて母子家
庭に配る活動も行っている。
利用者たちは「職場など
ではなかなか友人ができに
くいので、貴重な場所です」
などと話している。

平成3年から活動

 特定非営利活動法人ゆめ
ぽっと（沼田洋平代表、中
和泉2-10-1ポケットビル2
階☎3489-6570)は、発
達に軽度の遅滞がある児童
と成人を対象に、療育を中
心とした発達支援、学校授
業の補助・補完、生活を
豊かにする余暇学習を行う
ことにより、障がいを持つ
子どもや人の活動範囲を広
げ、市民との交流を図り、
地域で共に暮らす豊かな社
会の実現に寄与することを
目的としている。
平成３年に障がい児の保

護者らで任意団体として発
足、6年に地域デイサービ
ス事業として認可され、19
年に特定非営利活動法人の
認証を受けた。25年に児
童福祉法による「児童発達
支援及び放課後等デイサー
ビス」の多機能型指定事業
所に移行した。

様々なプログラム展開

同法人では、それぞれの
子どもの個性に合わせた関
わりと支援が必要と考え、
楽しく安心できる雰囲気の
中で、子どもの本来の力が
発揮できるよう手伝ってい
る。

児童発
達支援事
業は未就
学児が対
象で、 個
を大切に
したプログラム設計を行っ
ており、ことばの指導と発
達の相談、音楽療法、絵画・
造形、食育・コミュニケーシ
ョン、知育支援などの活動
プログラムがある。現在、
子ども20人余りが登録、言
語聴覚士などの専門職がほ
ぼマンツーマンで対応する。
放課後等デイサービス事
業は小学生から高校生約
50人が登録、知育・学習、
英語、絵画・造形、音楽の
広場、リズム・ダンス、体

育、水泳、クッキング、習字、
お花などのカリキュラムを1
日約10人が利用している。
また、子どもたちは、狛
江市民創作展、ボランティ
アの集いなどに参加、地域
との交流も行っている。
ゆめぽっとは高校卒業後
は利用できないが、沼田さ
んは、卒業生も気軽に利用
できるなど、長期にわたっ
て支援できる環境の整備な
どに取り組みたいと話して
いる。

都内で幅広い事業を展開

社会福祉法人雲柱社（服
部榮理事長、法人事務局：
世田谷区上北沢3-8-19）
は、キリスト者として社会
福祉や児童福祉・教育など
多方面の分野で様々な活
動を行った創立者の賀川豊
彦（明治21年－昭和35年）
の意志を継いで昭和28年
に設立された。キリスト精神
を基盤とした社会福祉事業
を展開、東京都を中心に障
がい者・児施設８カ所、保
育施設19園、子ども家庭
支援センター16カ所、児
童館・学童クラブ等44カ所
の運営・管理を行っている。
このうち、狛江市内では
保育園２園、子ども家庭支
援センター１カ所、児童セン
ター・児童館２カ所、児童
発達支援センターの運営を
担当し、次代を担う子ども
たちを多角的に支援する事
業を展開している。

親子の居場所に

昭和61年に日本初の公
設民営児童館であるさくら
橋コミュニティセンター（墨
田区）の運営に携わり、そ
のノウハウを生かして狛江市
をはじめ都内で多くの施設

を運営している。
子どもから大人ま
でが楽しめる安
心・安全な居場
所を目指しており、乳幼児
から高校生が様々な活動を
行うとともに、親子のふれ
あいの場や同年代の親子の
交流の場を提供している。
岩戸児童センター（岩戸
南3-15-1☎3489-5414）
と和泉児童館（中和泉
3-12-6☎3480-1441）
は、0歳から18歳までの子
どもとその保護者の居場所
として様々な活動を行って
いる。
2館とも、住宅地の静か

な環境にあり、鉄筋コンク
リート造り2階建ての岩戸児
童センターには図書室、プ
レイルーム、遊戯室などに
加え、バスケットボールコー
ト1面分以上ありスポーツ
ができるホールがある。鉄
筋コンクリート造り2階建て
の和泉児童館には，ホール、
プレイルーム、図書室など
のほか、屋外に外遊びがで
きるグラウンドがあるのが
特色。
登録制プログラムとして
小学生の学年別のグループ
活動と乳幼児プログラムを
実施している。日常プログ

ラムはだれでもいつでも参
加でき、スポーツ、レクリエ
ーション、料理、工作など
を実施。キャンプ、クリスマ
ス会など季節の行事も催し
ている。
放課後の小学生のために
学童クラブ（小学生クラブ）
が併設され、分室として岩
戸児童センターには駄倉小
学生クラブ、和泉児童館に
は寺前小学生クラブがある。
中学生・高校生タイムが
あり、子どもたちが異年齢
の人と遊んだり、地域の人
とのふれあいの場になって
いる。

子育てをサポート

狛江市子ども家庭支援
センターたんぽぽ（元和泉
1-11-11ひだまりセンター
☎5438-6605）は、乳幼
児とその保護者を対象
に子育てひろば、子育
て相談、子育てサポート
などの活動を通して子育
ての支援を行っている。
狛江市ファミリーサポ
ートセンター（☎3480-
1587）は、子ども家庭

支援センター内にあり、育
児の手伝いをしてほしい人
と手伝いたい人が会員とな
り、地域で助け合いながら
子育てをする有償のボラン
ティア活動を行っている。
狛江市児童発達支援セ
ンター（元和泉1-11-11
ひだまりセンター☎5761-
9086）は、発達障がいなど
の子どもとその家族のため
に、長期間にわたる療育や
相談などの支援を行ってい
る。
また、市内では虹のひか
り保育園（東和泉1-32-18
☎5761-2737）、めぐみの
森保育園（中和泉3-12-6
☎3480-4448）の運営を
行っている。
市内にある各施設のスタ

ッフは子どもの福祉の向上
と情報共有のために毎月交
流研修を行っている。
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